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5.
つまる晉は,次に來る子晋字主重ねて車ら心ナ。
N加Pon 日本 Gakk6 校

K北te 切 ・」ー Zasgi ミ。

Ossy&r{1 Syuppatu 発

tyot'0 ちょっと

ゾこ光しプくのような易j介にばアボス bU フ「,」を使って示す。
α△'" to sakebu. 、'、あっ J ιさけぶ。

艾の取初の單語,厨有名詞お上ぴ普通名詞, その他必要のあろ場
合には,その語頭に大艾字を用山る。

Ky6 Wa Ki11'y6bidesu.きょ うは金畷日です。
、

'fδkyδ 東東
ーー宅^

Kodomo こども、

〔注意〕元來は普艦名詞であって t、, 他の役めをしてぃるものには,

その評H須に大文字を11jいない。

Benky6 Suru koto ga taisetu da.
^

勉製す心ととカソといせっだ。^コ

1
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録附

ローマ字数育実施要項國民学校におWナる
昭 29.9.28 次官通逹

昭和 22年度か仁,,國民学校にお・いて,事清Dゆろで、かぎ4),兒童

忙口ーヤ字にょる國語の読み方・書き方を授けるこ巴巴tろ。
昭和露年度に各國民学校iこおいて,ロサマ字毅育を行うには,次

の各項による。

1.各國民学校において,"ーマ字激育を行らかどぅかは.その学校
・,の教育上の責任者,ゞ,その学按の嘉情を溝慮してこれを泱定する。'
ローマ字教育を行弓場合には様則として第4学革以}.の各学午に行
ら。ソこだし,さらに下学年から口ーマ字教育を行い得るような学校
では第3学年から行うことができろ。

授業蒔数は,1年を逓じて 40時間以上とし,國語あるいは偸由0
'..

研究の時間のうちで行う。

3,激授の方剣',方法その伽にっいては艾部省で口ーマ字数育の指
針を編修し,配布することとすろ。

教科考は文部名編修のものを使用するこ巴を凉則とする。' 4.
、

國.民学校において授ける口ーマ字丈の書き方は別冊 r口ー'マ字丈5.

の書き方」による0

6.ローマ字教育に関する教師の訓練については,木羊度から適当の

処置を講'ずることとする。

(備老> ,

a)この要項に為ける協民学綾占は,來年度から新¥制が実施さ
れる揚合には,小学校および新制中学校をさす、のである。

②。昭和那年.窪力らの実施衆につ込ては,昭和器年度に松げ
,る実施の成果を基礎とし,さらに研究の上,淡定する。

キ

,

〔注」備考の②'こ関しては,との朋子のはしがきに亀述べたよ 5 に,目
不,ローマ字周査会で研究・審議中であり,その結論が得られるまで

との実施駆項こ準じて口ーマ字教育が行われている。は,
.
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